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 下記の構造方法等については、建築基準法第 68 条の 25 第 1項（同法第 88 条第 1 項にお

いて準用する場合を含む。）の規定に基づき、同法第 2 条第九号及び同法施行令第 108 条の

2第一号から第三号まで（不燃材料）の規定に適合するものであることを認める。 

 

 
 

記 

 

 
1. 認定番号 

NM-5442-1 
 

2. 認定をした構造方法等の名称 

ポリイソシアヌレートフォーム充てん／合成樹脂塗装溶融 55％アルミニウ

ム－亜鉛合金めっき鋼板 
 

3. 認定をした構造方法等の内容 

別添の通り 
 

 

 

（注意）この認定書は、大切に保存しておいてください。 

     令和 7 年 10 月 1 日より大臣印の押印が廃止されております。
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（別添） 

１. 材料名 

  ポリイソシアヌレートフォーム充てん／合成樹脂塗装溶融 55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板 

 

２. 形状及び寸法等 

項  目 仕  様 

形状 平板 

表面形状 

(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)平滑 

(2)エンボス(エンボス深さ：3.0mm 以下) 

厚さ(mm) 50±5 

質量(kg/m2) 7.08±0.7～19.02±1.9 
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３. 材料構成 

項  目 仕  様 

表面材 

合成樹脂塗装溶融 55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 

 ・厚さ 0.27-0.05,+0.10mm～1.0-0.09,+0.14mm 

 ・質量 2.280±0.228kg/m2～8.287±0.829kg/m2(有機質量 71.2±7.1g/m2以下) 

 ・構成 

   [1]表面塗装： 

    ・質量 178.0±18g/m2(固形量)以下(有機質量 53.4±5.3g/m2以下) 

    ・構成 

      [1]-1 上塗：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)ポリエステル系樹脂 

       ・質量 124.7±12g/m2(固形量)以下(有機質量 37.4±3.7g/m2以下) 

       ・組成(質量％) 

         ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

(2)ポリエステル系樹脂 

       ・質量 120.0±12g/m2(固形量)以下(有機質量 36.0±3.6g/m2以下) 

       ・組成(質量％) 

         ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～90.0±1.0 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･10.0±1.0～70.0±3.0 

(3)フッ素系樹脂 

       ・質量 124.7±12g/m2(固形量)以下(有機質量 37.4±3.7g/m2以下) 

       ・組成(質量％) 

         フッ素系樹脂         ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

      [1]-2 下塗：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

      (1)ポリエステル系樹脂 

       ・質量 53.3±5.3g/m2(固形量)以下(有機質量 16.0±1.6g/m2以下) 

       ・組成(質量％) 

         ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

      (2)エポキシ系樹脂 

       ・質量 47.0±4.7g/m2(固形量)以下(有機質量 14.1±1.4g/m2以下) 

       ・組成(質量％) 

         エポキシ系樹脂        ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

      (3)合成樹脂 

       ・質量 47.0±4.7g/m2(固形量)以下(有機質量 14.1±1.4g/m2以下) 

       ・構成 1)と 2)の組合せとする 

        1)エポキシ系樹脂 

        ・組成(質量％) 

          エポキシ系樹脂        ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

          無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

        2)ポリエステル系樹脂 

        ・組成(質量％) 

          ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

          無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 
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項  目 仕  様 

表面材 

（つづき） 

   [2]基材：溶融 55％アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3321) 

    ・厚さ 0.27±0.05mm～1.0±0.09mm 

    ・質量 2.280±0.228kg/m2～8.050±0.805kg/m2 

 

   [3]裏面塗装： 

    ・質量 59.3±5.9g/m2(固形量)以下(有機質量 17.8±1.8g/m2以下) 

    ・構成 

     (1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

     (1)ポリエステル系樹脂 

      ・質量 59.3±5.9g/m2(固形量)以下(有機質量 17.8±1.8g/m2以下) 

      ・組成(質量％) 

        ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

        無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

     (2)エポキシ系樹脂 

      ・質量 52.3±5.2g/m2(固形量)以下(有機質量 15.7±1.6g/m2以下) 

      ・組成(質量％) 

        エポキシ系樹脂        ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

        無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

     (3)合成樹脂 

      ・質量 52.3±5.2g/m2(固形量)以下(有機質量 15.7±1.6g/m2以下) 

      ・構成 1)と 2)の組合せとする 

       1)エポキシ系樹脂 

       ・組成(質量％) 

         エポキシ系樹脂        ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

       2)ポリエステル系樹脂 

       ・組成(質量％) 

         ポリエステル系樹脂      ･･･30.0±3.0～89.0±1.1 

         無機質系顔料(酸化チタン等)  ･･･11.0±1.1～70.0±3.0 

 

芯 材 

ポリイソシアヌレートフォーム 

 ・厚さ 48.0±4.8mm～49.46±4.9mm 

 ・質量 2.45±0.25kg/m2～2.52±0.25kg/m2(有機質量2.45±0.25kg/m2～2.52±0.25kg/m2) 

 ・密度 51±5.1kg/m3 

 ・イソシアネート指数 270 

 ・組成(質量％) 

   ポリイソシアネート………………59±6 

   ポリエーテル系ポリオール………10±3 

   ポリエステル系ポリオール………24±4 

   りん・ハロゲン系薬剤…………… 2-1.9,+2 

   三量化触媒、整泡剤等…………… 5±3 

   発泡剤(HFO 系)…………………… 5.6±3(外割) 

 

裏面材 表面材と同じ 
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４. 構造説明図(寸法単位：mm) 

 

 1)表面材 

  …合成樹脂塗装溶融 55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板  

 

 

 

 

 2)芯材 

  …ポリイソシアヌレートフォーム  

 

 

 

 

 

 

 

 3)裏面材 

  …1)表面材と同じ  

 

 

 

                                  t1＝0.27～1.0 

                                  t2＝48.0～49.46 

                                  t3＝0.27～1.0 

                                  t ＝50 

 

 

５. 注意事項 

  1)本仕様を施工するに当たっては、所定の防火性能が損なわれないように、材料端部及び目地部の処理

を適切に行う必要がある。 

  2)本仕様は、表面側及び裏面側のいずれを加熱面としても所定の防火性能を有する。 

3)天井に使用する場合にあっては、火災時に本仕様が落下しないよう施工方法等に注意すること。 

  

t 

t1 

t2 

t3 
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